
平成２５年政策評価結果報告書

基 本 目 標 組織犯罪対策の強化

施 策 名 総合的な薬物対策の推進

施 策 目 標 密輸・密売組織の壊滅と末端乱用者に対する取締りの徹底

１ 末端乱用者など薬物事犯で６２３人を検挙しました。

２ 密売関連事犯では、薬物密売人等１１人を検挙しました。
実 績 ( 成 果 ）

３ 密輸入事犯では、８４人を検挙し、覚醒剤約２３０キログラム、

その他の薬物も合わせて約２３４キログラムを押収しました。

１ 末端乱用者の発見及び徹底検挙

末端乱用者に対する重点的な取締りを推進したほか、職務質問、

相談業務等あらゆる警察活動を通じて、末端乱用者の発見、検挙活

動を推進しました。

２ 薬物密売事犯の取締り強化

末端乱用者からの突き上げ捜査による密売人の検挙を推進すると

ともに麻薬特例法を適用して暴力団や外国人犯罪組織が関与する薬

推 進 結 果 物密売組織を解明・壊滅しました。

３ 薬物密輸事犯の取締り強化

海空港の関係機関や海外の捜査機関と連携を図り、水際で多数の

密輸被疑者を検挙するとともに、大量の違法薬物を押収したほか、

突き上げ捜査やコントロールド・デリバリー捜査等により、国内の

荷受役や依頼人を検挙して密輸組織の解明・壊滅を図りました。

４ 薬物乱用防止に向けた広報啓発活動の推進

薬物需要の根絶に向けて若年層を中心とした薬物乱用防止講話を

実施したほか、関係機関と連携して薬物乱用防止キャンペーンや広

報紙等各種の広報媒体を活用した広報啓発活動を推進しました。

【薬物事犯の検挙人員・千葉】

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

覚醒剤事犯 647 656 679 645 565

大麻事犯 113 80 65 85 47

その他の薬物事犯 23 22 11 12 11

合計 783 758 755 742 623
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【薬物密売関連事犯の検挙人員・千葉】

実績(成果)指標 【薬物密輸入事犯の検挙人員・千葉】

【密輸入における覚醒剤等の押収量・千葉】
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Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

覚醒剤事犯 80 81 122 94 76

大麻事犯 13 9 9 29 3

その他の薬物事犯 16 7 5 5 5

合計 109 97 136 128 84

109

97

136

128

84

0

20

40

60

80

100

120

140

160（人）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

覚醒剤 115.3 198.4 169.8 177.0 229.9

大麻 24.8 9.6 14.9 123.5 3.5

その他の薬物 8.2 9.0 25.1 1.2 1.0
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【薬物事犯の検挙人員・全国】

【薬物密売関連事犯の検挙人員・全国】

参 考 指 標 【薬物密輸入事犯の検挙人員・全国】

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

覚醒剤事犯 11,655 11,993 11,852 11,577 10,909

大麻事犯 2,920 2,216 1,648 1,603 1,555

その他の薬物事犯 372 320 268 286 487

合計 14,947 14,529 13,768 13,466 12,951
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Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

覚醒剤事犯 219 158 216 170 160

大麻事犯 48 25 30 67 43

その他の薬物事犯 54 32 21 25 49

合計 321 215 267 262 252
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【密輸入における覚醒剤等の押収量・全国】

強盗や傷害等の凶悪な事件や購入代金欲しさの窃盗や恐喝事件を引

き起こしかねない末端乱用者を多数検挙したほか、突き上げ捜査から

施 策 の 効 果 暴力団や外国人犯罪組織が関与する薬物密売組織を壊滅しました。ま

た、密輸事犯においては、関係機関との連携を図り、水際で大量の違

法薬物を押収し、国内への流入を阻止しました。

薬物の密輸や密売には暴力団や外国人犯罪組織が関与し、主要な資

金源としている一方、乱用者については、薬理作用による幻覚・妄想

から凶悪な事件を引き起こすなど、治安に対する脅威となっているこ今 後 の 課 題
とから供給の遮断と需要の根絶の両面で総合的な薬物対策を推進する

必要があります。また、新たな脅威として脱法ドラッグの乱用による

健康被害なども発生しており、これらの対策も必要になっています。

薬物乱用者の徹底検挙を図るほか、暴力団や外国人犯罪組織が関与
方 針

する薬物密輸・密売組織の解明・壊滅に向けた捜査を推進します。

施 策 主 管 課 刑事部組織犯罪対策本部薬物銃器対策課

政策評価担当課 刑事部組織犯罪対策本部組織犯罪対策課

注１：コントロールド・デリバリー捜査とは、取締機関が規制薬物等の禁制品を発見しても、その場で直

ちに検挙・押収することなく、十分な監視の下にその運搬を継続させ、関連被疑者に到達させてその

者らを検挙する捜査手法です。

２：密売関連事犯とは、営利犯のうち所持、譲渡及び譲受をいいます。

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

覚醒剤 220.1 275.5 310.7 332.2 816.1

大麻 41.0 10.6 26.2 146.1 14.2

その他の薬物 12.9 8.5 38.5 5.7 122.4
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